
２０１９年  ４月 ２８日 ≪献堂 22 周年記念礼拝≫ 

 主 日 礼 拝 

①８時半  ②10 時半     ③19 時 

 司  会  ①石井師  ②白川 達男兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師  ②寺澤 政枝姉  ③石井師 

賛  美  聖歌２３１番 & ～神様感謝します！～ 

使徒信条 

聖  書  ➀ルカによる福音書２４章１３～２５節                                                                          

      ➁コリント人への第二の手紙５章14～21節 

特別賛美  大和カルバリー聖歌隊＆アンサンブル 

メッセージ  ➀「愚かで心のにぶい者たちよ！」大川従道牧師                                                                                                                                      

      ➁「キリストの大使として生きる」石井 潤牧師 

献  金  聖歌７２３番 ＆ ～愛する主の～ 

祝  祷              〔献金当番：和田姉・寺澤千姉〕 

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  ～見よ、私は新しいことをする～ 
 

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．本日は｢献堂22周年記念礼拝｣です。主に感謝致します！(昼食はありません)。 

２．今週の祈祷会：連休のため、土曜夜８時～の準備祈祷会のみ行われます。 

３．大和教会の献堂記念聖会は 1(水)夜 7時半(三坂師)・2(木)10時半(白畑師)。 

４．来週の日曜礼拝では聖餐式。午後は執事会を行います(翌週のBBQのため)。 

 

 

 
    

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔４/２８～５/５〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
サムエル下 
１９・２０章 

２１・ 
２２章 

２３・ 
２４章 

列王紀上 
１・２章 

３－ 
５章 

６・ 
７章 

８・ 
９章 

１０・ 
１１章 

新約 
ルカ２１： 
２０－３８ 

２２：１ 
－３０ 

２２：３１ 
－５３ 

２２：５４
－７１ 

２３：１ 
－２６ 

２３：２７
－３８ 

２３：３９ 
－５６ 

２４：１ 
－３５ 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

５/12(日):母の日･誕生祝福式/バーベキュー(教会前) 26(日):聖歌隊 

≪予告≫6/16(日)｢世の光ゴスペルコンサート｣:ナイトdeライト(上田文化会館) 



 
 
 
 
 
 
 

「だから、私たちは今後、世間の評価によって、人を見ることはやめようと思う。以
前は、世間の評価でキリストを眺めていたとしても、今はそういう見方はしない。」 

コリント人への第二の手紙５章１６節〔現代訳〕 
 

先週のスリランカでのテロは本当に痛ましい出来事でした。以前にも平和だと思われてい

たニュージーランドのイスラム寺院での襲撃も惨事でしたが、今回も平和なスリランカでの出

来事でした。思想としては真逆のようですが、平和が脅かされる事件としては同様な考え方

だったように感じます。私たちはパウロと同様にキリストの大使としての使命が与えられていま

すが、それは平和の使者としての役割ですから、間違った方向に向かっている世界に対して、

熱心にとりなし、平和を造り出すことにさらに熱心でありたいと感じました。 

私たちは今、コリント第二の手紙を通して、パウロの心を学んでいますが、その自分自身

に与えられたキリストの愛の心をコリントのクリスチャンたちと分かち合いたいと強く願うパウロの

心が伝わってきます。 

パウロのメッセージは、自分に与えられたキリストに対する証しということが中心です。だか

ら、何か机上の教えを語るのではなく、パウロ自身に与えられた神様の熱い愛のメッセージを

シェアしています。どうしようもなく熱い主の愛が彼自身に迫ってきていて、とどめることができ

ないでいるパウロの心が表現されているように感じます。 

しかし、その内容を完全に受け止めきれていないコリントの教会のクリスチャンたちがいるこ

とも感じています。どんなに頑張って伝えても、それが伝わらないということほど淋しいことはあ

りません。朝の連続テレビ小説でも、主人公の「なつ」がおじいさんの心に伝えたいことがあっ

て始めた演劇でしたが、もちろんおじいさんに伝えたかったこともありましたが、それ以上に自

分自身を表現するということを学んでいきました。 

私たちも誰かに、神様の素晴らしさを伝えていく時に、もちろんその人に知って欲しいと願

うことも大切ですが、自分自身に対して神様ご自身がどのように働いてくださったかということ

を知り、体験していくということが何よりも大切なのだと感じます。 

パウロはコリントの人にキリストを伝えていく中で、自分自身に与えられている神様の恵み

をもう一度味わい直していったのではないかと思います。 

私たちは神の国の大使です。神の国の代表者としてこの地に生かされています。だからこ

そ、神の国をアピールしなければいけませんが、その前に、私たち自身が神の国を体験してい

かなければならないと思います。神様が与えて下さっている恵みをもっと具体的に体験し、感

動し、その情熱に満ちあふれたいと願います。 

「キリストの大使として生きる」 
～キリストの愛によって導かれる生き方～ 


